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１ 授業の概要

(1) 学習指導案
仙台市立 仙台青陵中等教育学校

指 導 学 級 １ 年 １ 組

指 導 者 教諭 星 隆 一

指 導 教 室 物 理 実 験 室

１．本授業における提案

【提案１】単元全体を通した虚像が見えるしくみの指導計画を構成する。

【提案２】ハーフミラーを活用し，鏡の虚像の位置を確かめさせることで実感を伴う理解を支援

する。

【提案３】既習事項を生かした課題解決の過程を重視し，科学的な思考や表現の育成を図る。

２．単元名 『光の世界 鏡に映る像』

３．単元の目標

○学習指導要領より「身近な物理現象」

身近な事物・現象についての観察・実験を通して，光や音の規則性，力の性質について理解させ

るとともに，これらの事物・現象を日常生活や社会と関連付けて科学的にみる見方や考え方を養う。

【自然事象への関心・意欲・態度】

光の反射・屈折，凸レンズの働きに関する事物・現象に進んでかかわり，それらを科学的に探究し

ようとするとともに，事象を日常生活とのかかわりでみようとする。

【科学的な思考・表現】

光の反射・屈折，凸レンズの働きに関する事物・現象の中に問題を見いだし，目的意識をもって観

察・実験などを行い，光が反射，屈折するときの規則性，凸レンズにおける物体の位置と像の位置や

大きさとの関係などについて自らの考えを導き，表現している。

【観察・実験の技能】

光の反射・屈折，凸レンズの働きに関する観察・実験の基本操作を習得するとともに，観察・実験

の計画的な実施，結果の記録や整理などの仕方を身に付けている。

【自然現象についての知識・理解】

光が反射，屈折するときの規則性，凸レンズにおける物体の位置と像の位置や大きさとの関係など

について基本的な概念や原理・法則を理解し，知識を身に付けている。

４．学力向上のための指導改善の視点（提案の概要とその理由について）

今年度の仙台市標準学力検査の結果では，「光や音の性質」にかかわる問題のうち，鏡に映る範

囲を問う小問で，正答率が期待正答率を約２４％下回った。この結果から，光の反射や屈折による

虚像のでき方が明確に理解されていないと考え，本授業を提案する。

提案に当たっては，光源（物体）がないところに光源（物体）が見えるしくみ（虚像）について

単元全体で理解を深められる指導計画の構成を図った。光の反射に関する学習では，ハーフミラー

を活用した虚像の位置を調べる活動や，鏡に映る世界が観察者と鏡との距離によってどう変わるか

を調べる活動を取り入れることで，光源（物体）とその像の対称性について実感を伴った理解がで

きるよう支援する。また，光の屈折に関する学習では，茶碗に入れた硬貨が浮き上がって見えるよ

うすを調べる活動や，凸レンズによる実像と虚像のでき方を調べる活動を通して，光の進み方と像

の見え方との関係について理解を深めさせる。

さらに，観察・実験から得られる結果と，光の反射や屈折の規則性などの既習事項を根拠に課題

を解決していく学習過程を取り入れ，思考力や表現力の育成を図りたい。

中学 理科
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５．単元について

（１）単元観

光の性質については，小学校第３学年で光は集めたり反射させたりできることについて学習し

ている。

小学校では鏡と虫眼鏡を使って日光と温度の関係を調べるなど，身近な例を基に学習を進めて

きたが，光の反射や屈折における規則性や，物の見え方と光の進み方との関連性については扱っ

ていない。これを受けて中学校では光の反射や屈折，凸レンズのはたらきについての実験を行う。

光の反射については，鏡を用いた実験から入射角と反射角が等しいことを見いださせる。また，

ハーフミラーを用いて物体と像との位置関係を調べさせることで，鏡に映る像を光の反射と関連

づけて理解させる。そして，台形ガラスや半円形ガラスを用いて入射角と屈折角の定性的な大小

関係を見いださせる。さらに，凸レンズを使って実像や虚像ができる条件を調べさせ，像の位置

や大きさ，像の向きについての規則性を定性的に見いださせる。

鏡に映る虚像のように光源（物体）がないところに光源（物体）が見えるしくみ（虚像）や，

実像と虚像の違いを学習することで，人間の目にどのように光が入ってくるのかなど，光に関す

る事象について単元全体で理解を深めることができると考える。

（２）生徒観

理科に対して興味・関心の高い生徒が多く，基礎的な知識の定着も良好である。グループ活動

では，自分の考えや意見を持ちきちんと説明できる生徒が多い。自分の考えと他の考えを比較さ

せながら，さらに意見を述べ合うことでより思考を深めることのできる集団である。

本時に関する実態調査の結果（別紙１）より，光の直進性や鏡で光が反射すること，鏡や虫眼

鏡で光を集めたときの明るさや温度の関係など，小学校で学習した知識については概ね定着して

いるといえる。しかし，光の直進性と見えることがどのように関係しているのかを理解できてい

ないため，窓からの視野の広さについて指摘できる生徒が少ない。さらに，鏡に映る像の位置を

問う問題から，像の見える位置と光の逆進性との関係について気付いている生徒が少ないことが

分かる。

（３）指導観

小・中学校で学習する光の性質は，目に見える身近な事象を通して学習が発展する。光の反射，

屈折するときの規則性や事象を理解させるために，目では捉えにくい光の道筋を，拡散光やスリ

ット光を使って観察することを通して，その進み方と像のでき方の関係について気づかせたい。

また，ハーフミラーを使って鏡に映った虚像と物体を視覚的に確認させることで，鏡に映った虚

像と物体の位置関係の概念形成に結びつけたいと考える。さらに，凸レンズを使った観察・実験

を通して，実像と虚像の違いを理解させたい。なお，演示実験や生徒のワークシートの投影，学

習のまとめなどにおいては，ICT を効果的に活用したいと考える。

６．単元の系統性（小学校・中学校・高等学校の内容との関連）

高等学校

小学校３年 中学校１年 中学校３年

７．指導計画（「身のまわりの現象」全 ２５時間扱い）

「光の性質」

・光の反射・集光

・光の当て方と明る

さや暖かさ

「光と音」

・光の反射・屈折

・凸レンズの働き

・音の性質

エ
ネ
ル
ギ
ー

科学と人間生活

「人間生活の中の科学」

・光や熱の利用

物理

「波」

・波の伝わり方

・光

「原子」

・電子と光

「エネルギー」

・様々なエネルギー

とその変換
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第１章「光の世界」（３／９時間）

学習活動 教師の手だて・評価

（第１時）

・光はどのように進むか考える。

（光の直進性）

・人間の目は，物体から出た光を

感じ取ることで見えているこ

とを知る。

○レーザー光と石けん水を使い，物質中を光が進むようすを調べさせ，光が直進す

ることを見いださせる。

○白色や白色以外の光（照明）を物体に当てた場合や，光源と櫛を使ったスリット

光（拡散光）から，物体が見えることと光の進み方，人は物体から出た光を感じ

取ることで見えていることに気付かせる。

【評価】物体が見えることと光の進み方には，関係があることを説明できる。（知

識・理解）

（第２時）

・光の反射の仕方を調べる。

○光の反射について調べさせ，その規則性を見つけ出させる。

【評価】光の直進性や反射に興味を持ち，進んで反射の規則性を見つけようとした

か。（関心・意欲・態度）

（第３時）本時

・反射の法則を使って，鏡の像の

でき方を説明する。

○ハーフミラーを使った実験を通して，光の反射による物体の見え方を，その規則

性と関連付けて説明させる。

【評価】・物体と鏡に映る像は，鏡をはさんで対称の位置にあり，鏡に映る像と鏡

の向こう側に像と重なるように置いた物体はどこから見ても重なって見えるこ

とを実験を通して調べることができたか。（技能）

・鏡に映る像の見え方について，光の反射の法則を使って説明することができたか。

（科学的な思考・表現）

（第４時）

・鏡に映る世界は距離によってど

う変わるか調べる。

○鏡の前に距離を変えて立ち，映る姿の大きさや背景に注目させ，そのように見え

る理由を光の反射の法則と結びつけて説明させる。

【評価】鏡からの距離が離れても映る姿に変化がないこと，一方背景は映る範囲が

狭くなることを，光の反射の法則を使って説明することができたか。（科学的な

思考・表現）

（第５時）

・光が水やガラスなどの物体を通

るときの進み方を調べる。

○半円形レンズや台形ガラスを通った光の進み方を調べ，光の屈折するときの規則

性や全反射が起こることを見いださせる。

【評価】光が屈折して起こる現象について，進んで調べようとしたか。（関心・意

欲・態度）

（第６時）

・茶碗の底に置いた硬貨が見える

理由を説明する。

○茶碗に入れた硬貨が浮き上がって見えるようすを，屈折の規則性や鏡による虚像

のでき方をもとに説明させる。

【評価】硬貨から出た光の進み方を，屈折の規則性や鏡による虚像のでき方を使っ

て説明することができたか。（科学的な思考・表現）

（第７時）

・凸レンズによって実像ができる

理由を，光源からの光線を観察

することで明らかにする。

○光源の各点から凸レンズに光を当てると，それぞれ一点に光が集まることに気付

かせ，さらに，光源の位置を変えると光が集まる点が変化すること，それによっ

て実像が倒立になること，実像の位置や大きさが変わることに気付かせる。

【評価】凸レンズによる実像でき方を，光の進み方をもとに説明することができた

か。（科学的な思考・表現）

（第８時）

・屈折の規則性から，光線を作図

し，実像の位置や大きさを求め

る。

○シミュレーションソフトを活用し，光の進み方と像の変化のようすを動的にとら

えさせる。

【評価】光線の作図により実像のできる位置や大きさを求めることができる。（技

能）

（第９時）

・実像ができない条件では虚像が

見えることを確かめ，その理由

を説明する。

○実験により虚像が見えるようすを確かめさせ，その理由を作図から考えさせる。

【評価】凸レンズによる虚像でき方を，光の進み方をもとに説明することができた

か。（科学的な思考・表現）

８．本時の学習指導

【提案１】単元全体を通した虚像が見えるしくみの指導計画を構成する。
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（１）本時の目標

・物体と鏡に映る像は鏡をはさんで対称の位置にあり，鏡に映る像と鏡の向こう側に像と重なる

ように置いた物体は，どこから見ても重なって見えることを実験を通して調べることができる。

・鏡に映る像の見え方について，光の反射の法則を使って説明することができる。

（２）本時の指導にあたって

像の位置を客観的に調べるために，市販の遮光シート（ウィンドフィルム）をアクリル板に貼っ

たハーフミラーを用いた実験を行い，物体と鏡に映る像は，鏡をはさんで対称の位置にあることを

実感を伴って理解させる。さらに，光の反射の法則を使って説明させることで，既習事項を基に思

考する力を身につけさせたい。具体的には，まず実験により，ハーフミラーの手前に置いた物体と，

鏡の像は，鏡をはさんで対称の位置にあることをとらえさせる。次に，鏡に映る像と重なるように

物体を置き，像と物体が重なって見える理由を，直進光と反射光の道筋の作図を通して考えさせて

いく。最後に，目の位置を変えた場合の光の道筋を示すことで，どの角度から見ても鏡の像と奥に

置いた物体が一致して見えることに気付かせる。このような手だてを取り入れることで，鏡に映る

像の概念をより明確にしていくことができると考える。

（３）本時の評価規準と支援を必要とする生徒への手だて

評価基準

★評価場面（◇方法） 評価規準
十分に満足で

きる（Ａ）

おおむね満足で

きる（Ｂ）

努力を要する

（Ｃ）

★物体と虚像の位置関係

を調べる場面で。

◇観察とワークシートの

記録から。

★光の反射の法則を使っ

て考える場面で。

◇観察とワークシートの

記録から。

・物体と鏡に映る像は，

鏡をはさんで対称の

位置にあり，鏡に映る

像と鏡の向こう側に

像と重なるように置

いた物体は，どこから

見ても重なって見え

ることを実験を通し

て調べることができ

る。

・鏡に映る像の見え方

について，光の反射の

法則を使って説明す

ることができる。

物体と虚像が対

称に位置にある

ことに気づくこ

とができる。

複数の光の進み

方を考えて，光

の反射の法則を

使って考察し，

分かりやすく表

現している。

物体と虚像が鏡を

はさんで等距離に

あることに気づく

ことができる。

１つの光の進み方

から物体と虚像の

位置関係について

考察を進めてい

る。

【支援】

物体と鏡，虚像

と鏡の，それぞ

れの距離に着目

させる。

光の直進性と反

射の規則性を思

い出させる。

（４）本時の展開
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段

階
学習内容 学習課題 ★教師の支援 生徒の活動 評価

導

入

５

分

１．【発問】鏡の前に立った人が鏡に近づくと，鏡

の中の人はどのように動くか。

２．【演示実験】ビデオカメラで鏡を映した映像を

見て，鏡に映る像の変化を確認する。

★ビデオカメラを鏡に向けて映像を映し，

人が前後左右に動いたときの，鏡の中の

ようすを確認させる。

★人が近づくと，鏡の中の人も近づくが，

鏡の中の距離は測ることができないこと

を伝える。

展

開

３．【生徒実験】ハーフミラーを使って，鏡に映る

像の位置を確かめさせる。

４．【結果の確認】右の２点について確認する。

５．【発問】物体から無数に出ている光のうち，目

に入るのはどの光か。

６．【発問】赤の像と緑の物体が重なって見えるの

★物体と虚像が鏡をはさんで等距離にある

ことを確認する実験。

★方眼紙の上にハーフミラーと物体（赤）

を置く。ハーフミラーは垂直に置くよう

指導する。

★物体（赤）の位置と像の位置を方眼紙上

に記録する。

★物体（赤）の位置を変えて２カ所で調べ

させる。

★物体（赤）と像の位置をそれぞれワーク

シートに記録させる。

★ハーフミラーに映る像と丁度重なるよう

に，鏡の向こう側にもう１つの物体（緑）

を置く。

★鏡に映った像と，向こう側に置いた物体

（緑）は，どの角度から見ても重なって

見えることを確認させる。

★次の２点を確認する。

①物体と像は鏡をはさんで等距離にある

②赤の像と緑の物体は，どの角度から見

ても同じ位置に重なって見える

★緑の物体から無数に出ている光のうち，

どの光が目に入るのかを確認，光の道筋

を作図させる。

★緑の物体からの直進光と，赤の物体から

【評価：技能】

物体と鏡に映る

像は，鏡をはさ

んで対称の位置

にあり，鏡に映

る像と鏡の向こ

う側に像と重な

るように置いた

物体は，どこか

ら見ても重なっ

て見えることを

実験を通して調

べることができ

たか。

【課題１】「鏡に映る像と物体の位置関係を調べよう」

【予想される生徒の反応】「人が近づくと，鏡の中の人

も近づく」

【提案２】ハーフミラーを活用し，鏡の虚像の位置を確かめさせることで実感を伴う理解を

支援する。

【提案３】既習事項を生かした課題解決の過程を重視し，科学的な思考や表現の育成を図る。

【課題２】「赤の像と緑の物体が重なって見えるのはなぜか」
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（５）板書計画

40

分

はどうしてか。説明してみよう。

７.【自分の考えを持つ】課題について考え，自分

の考えをワークシートに記入（作図）する。

８．【班での意見交換】グループごとに話し合う。

９.【考えの発表】各グループの結果を発表し，生

徒の考えを整理する。

10．【自分の考えを持つ】課題について考え，自

分の考えをワークシートに記入（作図）する。

11．【考えの発表】指名により発表し，考えを整理

する。

の鏡による反射光が重なることを考えさ

せる。

★光の反射の法則を使って説明する方法を

考えさせ，ワークシートに記入させる。

★考えのまとまらない生徒には，光の反射

の規則性を思い出して考えてみるよう補

助発問をする。

★目の位置の異なる２種類のワークシート

を準備し，学級の半分の班にそれぞれ別

のワークシートを配るようにする。

★自分の考えをグループ内で発表し，課題

について話し合わせる。

★机間指導をもとに，数名に指名し発表さ

せる。

★発表時には実物投影機を使い，生徒のワ

ークシートを映す。

★課題２の発表を基に，異なる目の位置か

ら見た場合の，光の進み方を考えさせる。

★机間指導をもとに，いくつかの班を指名

し発表させる。

★発表時には実物投影機を使い，生徒のワ

ークシートを映す。

【評価：科学的

な思考・表現】

鏡に映る像の見

え方について，

光の反射の法則

を使って説明す

ることができた

か。

【評価：科学的

な思考・表現】

鏡に映る像の見

え方について，

光の反射の法則

を使って説明す

ることができた

か。

ま

と

め

５

分

12．【結果のまとめ】反射光が直進してきたよう

に感じるので，鏡の向こう側に像が見えること

を知る。さらに，目の角度を変えて考えると，

反射光を逆にたどった点から光が出ているよう

に見えることを知る。

13．【次時の予告】

★スライドを使って説明する。

★生徒の説明とスライドより，赤の像と緑

の物体は，どこから見ても重なって見え

ること，また，反射光が直進してきたよ

うに感じることで，鏡をはさんで等距離

の位置に像が見えることを説明する。

★顔（全身）が映る鏡があった場合，徐々

に鏡から離れていったときに，自分の姿

がどのように映るか考えることを伝え

る。

【予想される生徒の反応】「反射の法則を思い出し，反

射光の進み方を作図して考える」など

【課題３】「どこから見ても重なって見えるのはなぜか」

【予想される生徒の反応】「課題２の作図を基に，様々

な目の位置からの光の進み方を作図して考える」など
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黒板（上）

黒板（下）

理科ワークシート

【課題１】「鏡に映る像と物体の位置関係を調べよう」 【課題２】「赤の像と緑の物体が重なって見えるのはなぜか」

①鏡をはさんで等距離にある

②どの角度から見ても同じ位置に見える

２つの物体から出た光は（同じ道筋を通る）。

だから，重なって見える。

目の位置をどこにしても，２つの物体から出た光は同じ道筋を通る

↓

どこから見ても，同じ位置にあるように見える

【課題３】「どこから見ても重なって見えるのはなぜか」

直進 反射
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平成２２年 月 日

１年 組 番 氏名

１．【方法】

①方眼紙の中央に鏡（ハーフミラー）を垂直に立てる。

②鏡から離して赤い物体を置く（方眼紙上ならどこでもよい）。

③赤い物体の位置を方眼紙上に記録する。

④鏡に映った赤い物体の像の位置を，方眼紙上に記録する。

⑤①～④と同じ方法で，もう一カ所調べる。

２．【結果】

①物体（赤）と像の位置関係（物体（赤）と像のそれぞれの位置に○をつける）

物体（赤）と像の位置は

どんな関係にあるか？

②赤の像と緑の物体の見え方

いろいろな角度から見てみよう。どのように見えるかな？

理科ワークシート（A）

課題１ 「鏡に映る像と物体の位置関係を調べよう」

＜鏡の世界＞

＜物体（赤）を置く側＞

鏡の表面

方眼紙

物体（赤）

ハーフミラー（垂直に！）

鏡
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平成２２年 月 日

１年 組 番 氏名

３．【考察】光の進み方から考えよう

理科ワークシート（B）

課題２ 「赤の像と緑の物体が重なって見えるのはなぜか」

緑の物体から出た光は

。

赤の物体から出た光は

。

２つの光は

。

だから，重なって見える。

課題３ 「どこから見ても重なって見えるのはなぜか」



- 10 -

平成２２年 月 日

１年 組 番 氏名

３．【考察】光の進み方から考えよう

（別紙１）実態調査結果（１１／９調査，調査母数ｎ＝３４）

課題２ 「赤の像と緑の物体が重なって見えるのはなぜか」

緑の物体から出た光は

。

赤の物体から出た光は

。

２つの光は

。

だから，重なって見える。

課題３ 「どこから見ても重なって見えるのはなぜか」
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※正答はゴシック体の選択肢

１① 光は何もないところでは（ ）進む。

０％ ２０％ ４０％ ６０％ ８０％ １００％

30 1 3

まっすぐ（一直線に） 前に 無回答

② 鏡を使うと，光を（ ）ことができる。

０％ ２０％ ４０％ ６０％ ８０％ １００％

28 5 1

反射する 曲げられる 見る

虫眼鏡を使うと，光を（ ）ことができる。

０％ ２０％ ４０％ ６０％ ８０％ １００％

31 1 1 1

集める さえぎる 見る 吸収する

２ 図のようにして日光を集めた。

それぞれの一番明るいところはどこか。

〔鏡〕
０％ ２０％ ４０％ ６０％ ８０％ １００％

33 1

イ 無回答

〔虫めがね〕
０％ ２０％ ４０％ ６０％ ８０％ １００％

29 4 1

エ カ 無回答

温度がいちばん高くなるところはそれぞれどこか。

〔鏡〕
０％ ２０％ ４０％ ６０％ ８０％ １００％

32 2

イ 無回答

〔虫めがね〕
０％ ２０％ ４０％ ６０％ ８０％ １００％

31 1 2

エ カ 無回答
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３ Ａさんが下の図のように窓から外

にあるカンバンを見ている。Ａさ

んはカンバンの文字（なかけん商

店）のうち，どの文字を見ること

ができるか。

０％ ２０％ ４０％ ６０％ ８０％ １００％

17 8 6 2 1

かけ け かけん なかけん 無回答

４① 図はＢ～Ｆ君の５人と鏡の位置を

平面上にあらわしたものである。

Ｂ君が鏡をのぞいたとき，Ｃ君～

Ｆ君のだれが鏡に映って見えるか。

０％ ２０％ ４０％ ６０％ ８０％ １００％

8 15 1 3 2 3 2

Ｄ ＣＤ ＣＤＥ ＣＤＥＦ

ＤＥ ＤＥＦ 無回答

② 逆にＣ君～Ｆ君が鏡を見たとき，鏡の中にＢ君は映ってみえるのは誰か。

０％ ２０％ ４０％ ６０％ ８０％ １００％

7 5 1 2 7 9 1 2

Ｄ ＣＤ ＣＤＥ ＣＤＥＦ

ＤＥ ＤＥＦ ＥＦ 無回答

５ Ｍ君が図のように鏡の前に立ったら，

自分の姿が鏡に映らなかった。Ｍ君の

位置を変えないで，鏡の中に自分の姿

を映すようにするには，どうしたらよ

いか。

０％ ２０％ ４０％ ６０％ ８０％ １００％

27 2 1 1 3

角度を変える 動かす 光を当てる もう１枚鏡を置く 無回答

な
か

け
ん

商
店

Ａ さ ん

カ
ン

バ
ン

窓

家 の 中 外

壁

Ｂ君 Ｃ君 Ｄ君 Ｅ君 Ｆ君

鏡

壁

Ｍ君

鏡


